
ともに挑戦 ともに感動 ともに笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン

22 世紀の理
ふ る さ と

想郷 吉備中央町

人口のうごき 町の面積
平成25年７月1日現在

人　口　12,734人（△12）　男　6,105人（△7）

世　帯　 5,582戸（ 3）　女　6,629人（△5）

268.73㎢

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）
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　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　 E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp
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愛育委員会活動 報告 円城支部

　円城支部では『けんしんに行こう』を合言葉に地域
の方に検診を勧めたり、検診当日のお手伝いをしてい
ます。
　５月27日、円城地区内で行われた結核・肺がん検
診会場では、受診者の方に「よ～きたなぁ。段差があ
るから気を付けてな」と元気に声を掛けながら検診の

お手伝いをし、愛育委員
自身も検診を受けまし
た。
　また受動喫煙やタバコの害についてのパンフレットを一人ひと
りに声掛けしながら配布しました。
　私たち愛育委員はこれからも地域の方々と一緒に健康づくりを
進めていきます！！

栄養委員
　　 　による食育 活動

　栄養改善協議会では、毎月19日の「食育の日」をPRするため、保健課と連携し平成24年度
食育推進ポスターコンクール入賞作品のマグネットステッカーとポスターを作成しました。
　マグネットステッカーは、毎月19日前後の１週間には地域を走る公用車に貼ることで、食育
の啓発に努めています。また、ポスターを町内の公民館や金融機関等へ掲示する取り組みも６
月の食育月間から始めています。
　マグネットステッカーやポスター
を見て、地域や家庭で食をテーマに
会話がはずめば幸いに思います。

公用車でPR！ 金融機関に掲示しているポスター

　お知らせ　
　今年度も小学生を対象に食育推進
ポスターコンクールを募集します。
多数の方のご応募お待ちしておりま
す。

地産地消で食育
（毎月19日は食育の日）
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・P02～特集：特殊詐欺や悪質商法にご用心
・P11～役場からのお知らせ
・P13～インフォメーション　など 【釣り＆つかみ取り大会】
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特 集

特
殊
詐
欺
や
悪
質
商
法
に
ご
用
心

　

近
年
、
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
代
表
さ

れ
る
「
特
殊
詐
欺
」
や
、「
悪
質
商
法
」

な
ど
に
消
費
者
が
巻
き
込
ま
れ
る
事
案
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
金
銭
の

要
求
の
名
目
を
次
々
と
変
え
た
り
、
公
的

機
関
を
装
う
な
ど
、
手
口
の
巧
妙
化
も
進

ん
で
お
り
、
県
内
に
お
い
て
も
被
害
件
数

が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

吉
備
中
央
町
に
お
い
て
も
、
特
殊
詐
欺

や
悪
質
商
法
の
実
質
被
害
や
被
害
の
前
兆

と
認
め
ら
れ
る
勧
誘
電
話
等
は
後
を
絶
っ

て
お
ら
ず
、
そ
の
防
止
対
策
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
年
５
月
21
日
、
岡

山
北
警
察
署
、
吉
備
中
央
町
、
社
会

福
祉
法
人
吉
備
中
央
町
社
会
福
祉
協

議
会
の
３
機
関
に
よ
る
「
高
齢
者
世

帯
対
象
の
特
殊
詐
欺
等
被
害
防
止
対

策
に
関
す
る
協
定
」
の
調
印
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
機
関
が
保
有
す
る
情
報
や
、
高

齢
者
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、

兆
し
情
報
な
ど
を
事
前
に
把
握
す
る

こ
と
で
、
迅
速
か
つ
、
き
め
細
か
い

被
害
防
止
対
策
の
推
進
が
図
ら
れ
ま

す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
ど
の
よ
う
な

事
案
が
発
生
し
て
い
る
の
か
、
そ
し

て
そ
の
対
策
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

特殊詐欺の事例とその対策
　特殊詐欺は、社会情勢の変化によってさまざまな形態・内容の手口のものが次々と作
り出され、あらゆる年齢層をターゲットに犯行が繰り返されています。

金融商品等の取引に
係る詐欺

還付金等詐欺

オレオレ詐欺

　電話などで値上がり確実
と嘘を言って、実際にはそ
れほど価値のない未公開株
や社債、外国通貨を送りつ
けて現金を振り込ませる手
口。

　官公庁等の職員を装って電話を
し、医療費や税金の還付を口実に、
言葉巧みに被害者をキャッシュコー
ナーに出向かせた上、電話で指示を
しながらATM（現金自動預け払い
機）を操作させ、逆に預貯金を振り
込ませる手口。

　親族をかたり、「交
通事故を起こしてし
まった」などと言って
示談金の名目で振り込
みを要求する手口。

架空請求詐欺

　覚えのない債務などをメールやはがきで請
求し、指定の電話番号に連絡させ、振込口座
を指定して振り込みを要求する手口。
　また、電話で「注文
を行った商品について
ですが」などと連絡を
行い、身に覚えのない
商品にも関わらず、購
入を強要し本人に商品
を送付する手口。

 ●特殊詐欺の手口には次のようなものがあります

■ ■ ■ 振り込め詐欺の被害にあわないために
　「ご家族の連絡先を知っていますか？」
　緊急時の連絡先として、本人の携帯電話番号や勤務先の電話番号、友人の連絡先などを把握しておき、い
つでも確実に連絡が取れるようにしておきましょう。
　役所から連絡し、ATM（現金自動預け払い機）の操作をお願いしてお金をお返しすることはありません。
「役所」「還付金・給付金」「携帯持って ATM へ」と電話がかかってきたら警察に相談してください。
　相手の話のペースに乗らず冷静に応対し、一人で判断せず必ず誰かに相談しましょう。
　また、レターパックやメール便等を利用した現金の送付を要求をする
場合は詐欺ですので、必ず警察に相談してください。

■ ■ ■ もしも電話がかかってきてしまったら
　動揺しない、慌てない。電話を切った後、自分の家族や親戚又は警察
に相談しましょう。
　すぐにお金を振り込まない。脅迫めいた言動を受けることもあります
が、毅然とした態度で接し、すぐに警察に通報してください。

送られてきた商品の例

悪質商法事例とその対策

・突然、業者が訪問してきたり、事前に電話があった後に訪問し商品を売りつけるもの。
・電話やメールで誘われるもの。
　など、その場所や方法の他に、商品や契約の種類によってもさまざまなものがあります。

 ●悪質商法とは

 ●悪質商法の手口には次のようなものがあります

利　殖　商　法

　外国市場の金や原油などの先物取引や株・証券・外国通貨・不
動産・各種会員の取引や売買をうたい、「安全、確実、有利」など
と安心させたうえ、「出資した額だけ利益が上がります」などと利
益面のみを強調してその気にさせ、多額の現金を出資させる商法
です。
　業者に解約を申し出ると、「今やめれ
ば損をします」「これから上向きになり
ます」などと解約や返金に応じてもら
えないこともあります。 利殖商法により送られてきた証券

家庭を訪問して行うもの

健 康 商 法

　電話で高齢者世帯を確認したり、健康状態
を尋ねたりしたうえで家庭を訪問し、「この
ままでは病気になります」などと健康への不
安をかりたて、電気治療器、健康食品や飲料
水などを「体質が改善します」「痛みがとれ
ます」などと説明して、必要以上の数量や高
額な価格で売り付ける商法です。
　市価の10倍以上する代金を要求されるこ
ともあります。

危険・点検商法

　「○○の点検に来ました」などと突然やって来て、
点検後に「床下が湿っています」「白アリがいます」
などと説明したうえ、工事をしないと危険であると不
安をあおり契約を結ばせ、高額な工事代金を要求する
商法です。
　法外な価格の床下換気扇・
浄水器の取付けや防湿剤・
白アリ駆除剤の散布などさ
まざまなケースがあります。 不要な屋根裏換気工事

高齢者

交
通
安
全

相　談

岡山北警察署

社会福祉協議会

情　報
情　
報

情　報
吉備中央町

被害防止広
報被害防止広報

協定のイメージ
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送り付け商法（ネガティブ・オプション）

ア ポ イ ン ト メ ン ト 商 法

資 格 商 法

か た り 商 法
　送り付け商法（ネガティブ・オプション）と
は、注文していない商品を勝手に送りつけ、そ
の人が断らなければ買ったものとみなして、代
金を一方的に請求する商法です。

　「抽選の結果、あなたは○○に当選しました」などと電話やメールで連絡を取り、「今入会契約をす
れば○○の特典が得られます」などという説明だけで目的を告げずにファミリーレストランなどに呼
び出し、最終的に高額な商品の購入や入会契約を取り付ける商法です。
　携帯電話の出会い系サイトやメールなどを利用して、異性との交際を餌に行われるデート商法もあ
ります。

　「○○資格は、近く国家試験になります」「試験に合格すれば仕事を紹介します」などと資格取得に
関する説明をして、契約に応じると高額な登録料や教材の代金を請求する商法です。
　いったん契約してしまうと、解約手続きや登録抹消と称して法外な金額を要求されることもあります。

　「○○（官公庁などの名称）から来ました」とか、
「法律で○○の設置が義務づけられました」など
と信用させ、消火器や防犯機器などを売り付ける
商法です。
　販売行為のほかにも、義援金や募金などを要求
するケースもあります。

電話や郵便、メールによるもの

■ ■ ■ 悪質商法の被害にあわないために
　身に覚えのない商品は、受け取らないことが肝要です。
　通信販売で商品を購入した場合には、必ず家族に話をしておくことが被害防
止になります。

■ ■ ■ 悪質商法の被害にあってしまったら
 解約の方法について 
　「訪問販売、電話勧誘販売などで契約をしてしまったけれど解約したい」「セー
ルスマンにしつこく勧誘を受け、意思が定まらないまま契約してしまった」な
どの場合は、積極的にクーリング・オフ制度を利用しましょう。
　この制度は、訪問販売など特定の取引の場合、一定期間内ならば無条件で契約を解除できる制度です。
　クーリング・オフができる期間とは、法令で定められている内容の契約書面を業者から受けとった日を起
算日として、電話勧誘販売、訪問販売（キャッチセールス・アポイントメント商法）は８日間です。
※�ただし、期間経過前に商品を使用したり、消費した場合は、購入を承諾したものとみなされるので注意し
てください。

　送り付け商法については、商品を送り返すこともできますが、商品を受け取った日から14日間経過したと
き、または業者に引取りを請求してから７日間経過した場合、その商品を処分することができます。請求書
がしつこく送られてくる場合は、請求書の入った封筒を開封せず受領拒否と朱筆してポストに入れて送り返
してください。

 ハガキによるクーリング・オフの方法 
　① 契約書面を受け取った日を含め、クーリング・オフできる期間内に必ず書面（ハガキで可）で事業者に

通知します（消印の日が有効）。クレジットを利用している場合は、信販会社にも通知しましょう。
　② ハガキに契約日、商品名、契約金額、既払金額、販売会社名、契約解除の意志、作成年月日、住所、氏

名などの必要事項を記載後、書面の本文と宛名面のコピーを取り、配達記録郵便や簡易書留など記録が
残る方法で通知してください。

　③書面のコピーと郵便局の受領書は契約書とともに大切に保管しておきましょう。

　

住
民
に
忍
び
寄
る
悪
質
・
巧
妙
な
特
殊
詐
欺
と
悪
質
商
法
。
そ
の
被
害

状
況
や
対
策
に
つ
い
て
岡
山
北
警
察
署　
森
下
邦
彦
署
長
に
伺
い
ま
し
た
。

岡
山
県
の
真
ん
中
の
ま
ち
か
ら
、

　
　
犯
罪
の
起
き
に
く
い
社
会
づ
く
り
を

 

森も
り 

下し
た　

邦く
に 

彦ひ
こ　

岡
山
北
警
察
署
長

【特殊詐欺や悪質商法に関するお問い合わせ先】
　●岡山北警察署（生活安全課）　☎086－724－0110
　●住 民 課 　 戸 籍 住 民 班　☎0866－54－1316（消費生活担当）
　●岡山県消費生活センター　☎086－226－0999
　●消 費 者 ホ ッ ト ラ イ ン　☎0570－064－370
　　※ この電話番号に電話をすれば自動的に最寄りの消費生活センター、市町村の消費生活行政担当の相談

窓口につながります。
  

県
内
で
は
今
年
に
入
り
、

 

す
で
に
大
き
な
被
害
が
…

　

県
内
で
も
特
殊
詐
欺
、
悪
徳
商
法
の

被
害
は
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

特
殊
詐
欺
の
被
害
件
数
は
平
成
23
年

度
の
71
件
か
ら
、
平
成
24
年
度
に
は

１
３
５
件
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
被
害
総
額
に
つ
い
て
も
平
成

23
年
度
の
約
３
億
９
４
６
０
万
円
か
ら

平
成
24
年
度
は
約
５
億
１
４
８
０
円
、

平
成
25
年
度
に
至
っ
て
は
、
５
月
末
現

在
で
約
４
億
５
千
万
円
の
被
害
が
あ

り
、
非
常
に
深
刻
な
状
況
に
あ
る
と
い

え
ま
す
。

　

当
署
管
内
に
お
い
て
も
、
相
談
件
数

な
ど
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

被
害
の
傾
向
は
…

　

少
し
前
に
横
行
し
た
「
オ
レ
オ
レ
詐

欺
」は
、現
在
で
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

最
近
で
は
、
実
態
の
疑
わ
し
い
債
権
や

未
公
開
株
な
ど
金
融
商
品
取
引
に
関
す

る
「
も
う
か
り
ま
す
詐
欺
」
が
、
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

対
策
に
つ
い
て

　

当
署
で
は
、
被
害
の
未
然
防
止
に
努

め
る
た
め
、
管
内
の
金
融
機
関
防
犯
協

議
会
を
通
じ
て
、
高
齢
者
が
金
融
機
関

の
窓
口
で
振
り
込
み
や
引
き
出
し
を
行

う
際
、
振
り
込
み
先
や
内
容
の
聞
き
取

り
を
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

特
殊
詐
欺
防
止
の
講
話
を
敬
老
会
や
老

人
大
学
・
サ
ロ
ン
等
で
開
催
し
、
啓
発

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
５
月
21
日
に
は
、
吉
備
中
央
町

と
吉
備
中
央
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
当

署
の
３
機
関
に
よ
る
、
特
殊
詐
欺
被
害

防
止
協
定
を
締
結
し
、
情
報
収
集
や
共

有
の
強
化
に
加
え
、
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
な
ど
、
直
接

高
齢
者
宅
へ
訪
問
す
る
職
員
に
対
し
て

研
修
活
動
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

  

特
殊
詐
欺
や
悪
質
商
法
か
ら

 

身
を
守
る
た
め
に
は
…

　

多
様
化
す
る
特
殊
詐
欺
、
悪
質
商
法

は
「
お
金
」「
健
康
」「
孤
独
」
と
い
っ

た
不
安
を
あ
お
り
、ま
た
、環
境
や
復
興

支
援
な
ど
、
人
の
心
に
つ
け
こ
ん
で
言

葉
巧
み
に
誘
っ
て
き
ま
す
。「
私
は
大

丈
夫
」と
思
い
込
む
の
は
大
変
危
険
で
、

被
害
を
防
ぐ
に
は
普
段
か
ら
正
し
い
知

識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
高
齢
者
や
身
近
に
相
談
す
る
人

が
い
な
い
独
り
暮
ら
し
の
方
は
特
に
狙

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
普
段
か
ら

家
族
や
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
心
が
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

も
し
も
、
不
審
な
電
話
や
勧
誘
を
受

け
た
と
き
は
「
詐
欺
か
も
し
れ
な
い
」

と
ま
ず
疑
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
一
人
で
行
動
を
せ
ず
、
必

ず
家
族
な
ど
の
身
近
な
方
に
相
談
を
行

い
、
警
察
に
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に

　
「
岡
山
県
の
真
ん
中
の
ま
ち
か
ら
、

犯
罪
の
起
き
に
く
い
社
会
づ
く
り
を
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
防
犯
の
輪
を

広
げ
て
い
く
た
め
、
官
民
一
体
と
な
っ

て
、
住
民
と
し
っ
か
り
手
を
取
り
合
う

こ
と
で
特
殊
詐
欺
、
悪
質
商
法
被
害
ゼ

ロ
の
ま
ち
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

インタビュー
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５
月
30
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
に
お
い
て
、
岡

山
県
土
木
協
会
表
彰
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
道
路
、
河
川
、
砂
防
に
関
し
て
長
年
に
わ

た
り
地
域
の
道
路
保
全
、
活
性
化
等
の
功
績
の
あ
っ
た
個
人

又
は
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
吉
備
中
央
町
か
ら
は
「
ひ

ま
わ
り
い
き
が
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」（
納
地
）
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

ひ
ま
わ
り
い
き
が
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
は
、
平
成
14
年

度
よ
り
地
域
内
の
県
道
等
の
清
掃
美
化
活
動
を
行
う
こ
と
を

目
的
に
結
成
。
現
在
も
県
道
、
町
道
の
沿
線
の
ゴ
ミ
拾
い
、

草
刈
、
花
の
植
栽
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ

れ
、
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
の
委
嘱
が
行
わ
れ
、
山や

ま

口ぐ
ち

正し
ょ
う

太た

郎ろ
う

さ

ん
（
下
加
茂
・
写
真
右
）
と
、
工く

藤ど
う

良り
ょ
う

一い
ち

さ
ん
（
上
竹
・
写

真
左
）
の
お
二
人
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
は
、広
報
宣
伝
活
動
の
一
環
を
担
い
、

志
願
者
に
関
す
る
情
報
の
提
供
や
、
地
方
協
力
本
部
の
行
う

募
集
の
た
め
の
広
報
に
対
す
る
援
助
な
ど
を
行
う
こ
と
を
目

的
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

任
期
は
２
年
で
、
自
衛
官
募
集
の
た
め
、
啓
発
ポ
ス
タ
ー

や
看
板
等
の
掲
示
の
支
援
、
入
隊
希
望
者
の
紹
介
、
本
人
や

家
族
、企
業
等
に
対
す
る
説
明
、勧
誘
や
問
題
解
決
の
援
助
・

支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
衛
官
募
集
相
談
員
の

 

委
嘱
が
行
わ
れ
ま
し
た

第　
回
岡
山
県
栄
養
改
善

 

奨
励
賞
を
受
賞

　

６
月
４
日
、
第
40
回
岡
山
県
栄
養
改
善
協
議
会
奨
励
賞
を

海あ

士ま

部べ

栄え
い

子こ

さ
ん
（
三
納
谷
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
栄
養
改
善
事
業
に
３
年
以
上
従
事
し
、
地
区

組
織
活
動
に
貢
献
し
た
年
齢
55
歳
未
満
の
方
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
す
。

　

海
士
部
さ
ん
は
、平
成
20
年
度
に
栄
養
教
室
を
受
講
さ
れ
、

栄
養
委
員
と
し
て
乳
幼
児
期
か
ら
高
齢
者
の
幅
広
い
年
齢
層

の
健
康
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
学
校
と
の
連
携
で
は
、
ご
自
分
の
お
子
さ
ん
を
通
じ

て
学
校
、
栄
養
委
員
、
行
政
と
の
か
け
橋
と
な
る
な
ど
、
積

極
的
に
栄
養
委
員
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
支

部
に
お
い
て
も
支
部
長
を
支
え
、
若
さ
を
活
か
し
た
地
域
の

健
康
づ
く
り
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
栄
養
改
善
活
動
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が
評
価
さ

れ
、
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

芝し
ば

村む
ら

哲て
つ

三ぞ
う

さ
ん（
上
竹
）

が
旭き

ょ
く

日じ
つ

双そ
う

光こ
う

章し
ょ
う

（
地
方
自

治
功
労
・
酒
類
業
振
興
功

労
）
を
受
章
さ
れ
、
６
月

24
日
、
町
長
室
に
お
い
て

伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

芝
村
さ
ん
は
、
昭
和
34

年
２
月
、
賀
陽
町
議
会
議

員
に
当
選
さ
れ
て
以
来
、

昭
和
46
年
２
月
ま
で
の

間
、
３
期
12
年
に
わ
た
り

在
職
さ
れ
、
副
議
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
賀

陽
町
商
工
会
会
長
、
岡
山
県
商
工
会
連
合
会
副
会
長
、
岡
山

県
小
売
酒
販
組
合
連
合
会
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
商
工
業
の
振

興
並
び
に
酒
類
業
界
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
員
と
し
て
の
良
識
と
愛
町
精
神
を
も
っ
て
豊
か
な
活
力

あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
、
酒
類
小
売
業

の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受

章
と
な
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

６
月
16
日
に
満
百
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
た
菅す

が

野の

と

し
子こ

さ
ん
（
上
竹
）
に
６
月

12
日
、
お
よ
ろ
こ
び
状
や
記

念
品
、
祝
金
な
ど
が
、
岡
山

県
、
吉
備
中
央
町
、
社
会
福

祉
法
人
吉
備
中
央
町
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

菅
野
さ
ん
は
旧
上
房
郡
豊

野
村
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、

昭
和
８
年
に
ご
結
婚
さ
れ
、

第
７
回
吉
備
中
央
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・

 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
実
施
し
ま
し
た

　

５
月
26
日
、
か
よ
う
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
お
い
て
、
町

体
育
協
会
主
催
に
よ
る
第
７
回
吉
備
中
央
町
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
真
夏
の
よ
う
な
日
差
し
の
中
、
野
球
場
で
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
４
チ
ー
ム
、
体
育
館
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
５
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

上
位
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
優　
勝　
ド
リ
フ
タ
ー
ズ

　
　
準
優
勝　
北
の
海

　
　
３　
位　
北
部
会

　
●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
優　
勝　
吉
川
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
準
優
勝　
津
賀
マ
マ
さ
ん

　
　
３　
位　
御
北
チ
ー
ム

叙
勲
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

40

農
業
で
生
計
を
た
て
な
が
ら
３
人
の
お
子
さ
ん
を
育
て
ら
れ

ま
し
た
。

　

現
在
は
ご
自
宅
で
生
活
を
送
り
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
庭
の

草
取
り
や
、
軽
い
農
作
業
を
し
て
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
「
自
分
の
ペ
ー
ス
を
乱
さ
ぬ
よ
う
体
調
管

理
を
し
っ
か
り
す
る

こ
と
」。
こ
れ
か
ら

に
つ
い
て
は
「
元
気

で
、
皆
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
過
ご

し
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
う

ぞ
お
元
気
で
、
益
々

の
ご
長
寿
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

岡
山
県
土
木
協
会
表
彰
を
受
賞大

おお

月
つき

琴
こと

美
み

さん（左）と石
いし

井
い

稔
とし

子
こ

さん（右）
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図
書
館
主
催
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

御
北
小
学
校
で

 

人
権
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催

園
児
と
児
童
の

 

交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

６
月
15
日
、
御
北
小
学
校

で
「
人
権
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に
人

権
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
、
岡
山
人
権

啓
発
活
動
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
の
主
催
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
岡
山
シ
ー
ガ
ル

ズ
の
神か

ん

田だ

千ち

絵え

さ
ん
、小こ

林ば
や
し

亜あ

里り

沙さ

さ
ん
、佐さ

さ々

木き

侑ゆ
き

さ
ん
、

佐さ

さ々

木き

萌も
え

さ
ん
の
４
選
手
が
同
校
を
訪
問
。
４
選
手
が
そ
れ

ぞ
れ
の
体
験
を
も
と
に
「
思
い
や
り
の
大
切
さ
や
い
じ
め
問

題
に
関
す
る
体
験
談
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
伝
え
ま
し 

た
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
シ
ー
ガ
ル
ズ
選

手
の
ト
ス
や
サ
ー
ブ
、

ア
タ
ッ
ク
な
ど
、
プ
ロ

の
技
を
見
学
し
、
１
～

３
年
生
は
レ
シ
ー
ブ
、

ア
タ
ッ
ク
な
ど
の
基
本

技
術
の
指
導
を
受
け
、

４
～
６
年
生
は
３
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
、
シ
ー

ガ
ル
ズ
の
選
手
を
交
え

て
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
ま
し
た
。

保
育
園
園
児
を
招
い
て

 

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

こ
ど
も
体
験
ク
ラ
ブ
が

 
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

６
月
６
日
、
上
竹
荘
公
民
館
で
、
岡
山
県
南
の
幼
稚
園
・

保
育
園
を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
を
さ

れ
て
い
る
「
ど
り
い
む
合
奏
団
」
に
よ
る
「
ど
り
い
む
コ
ン

サ
ー
ト
」が
、町
内
の
２
歳
以
上
の
保
育
園
園
児
を
招
い
て
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
サ
ヌ
カ
イ
ト
と
呼
ば
れ
る
石
を
叩
い

て
音
色
を
出
し
た
り
、
手
を
触
れ
ず
に
音
楽
を
奏
で
る
こ
と

が
で
き
る
電
子
楽
器
の
テ
ル
ミ
ン
を
使
っ
て
演
奏
。
ま
た
、

音
楽
を
交
え
た
手
品
や
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
扮
し
て
行
う

劇
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
園
児
た
ち
は
、
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
曲
が
演
奏

さ
れ
る
と
、
一
緒
に
口
ず
さ
ん
だ
り
、
手
拍
子
を
し
た
り
し

て
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
15
日
、津
賀
公
民
館
で
、６
月
の
環
境
月
間
に
併
せ
、

「
エ
コ
バ
ッ
グ
を
つ
く
ろ
う
」
と
題
し
た
、
こ
ど
も
体
験
ク

ラ
ブ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
学
生
34
名
と
保
護
者
13
名
が
参
加
。
布
バ
ッ

グ
に
自
分
の
好
き
な
絵
や
文
字
を
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
し
た

後
、
筆
で
色
付
け
を
行
い
、
親
子
や
友
達
同
士
で
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

作
成
さ
れ
た
マ
イ
エ
コ
バ
ッ
グ
は
、
今
後
図
書
の
本
を
入

れ
た
り
、
毎
日
の
学
校
生
活
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

津
賀
公
民
館
で
は
、
毎
月

小
学
生
を
対
象
に
「
こ
ど
も

体
験
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
内
容
の
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

保
育
園
と
幼
稚
園
の
園
児
が
交
流

　

６
月
20
日
、
下
加
茂
の
二
見
荘
で
、
双
葉
保
育
園
と
津
賀

幼
稚
園
の
園
児
が
一
緒
に
遊
ん
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
園
児
数
が
減
少
す
る
な
か
で
津
賀
小

学
校
区
の
園
児
同
士
の
交
流
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
両
園

が
は
じ
め
て
計
画
し
た
も
の
で
、
こ
の
日
は
双
葉
保
育
園
14

人
、
津
賀
保
育
園
９
人
の
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
園
児
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
の
自
己
紹
介
で
は
、
少
し
緊
張
し
た
様
子
で
し
た

が
、
い
っ
し
ょ
に
歌
を
歌
っ
た
り
、
互
い
の
園
で
し
て
い
る

踊
り
や
遊
び
を
し
た
り
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

双
葉
保
育
園
の
５
歳
児
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
準
備
し
た

マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
し
、
み
ん
な
を
驚
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
の
お
や
つ
の
時
間
で
は
、
話
を
し
な
が
ら
仲
良
く
食

べ
る
様
子
も
見
ら
れ
、
友
達
を
作
る
良
い
機
会
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

６
月
２
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
「
だ
か
ら
雑
誌

『
現
代
農
業
』
は
お
も
し
ろ
い
」
の
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し 

た
。

　

こ
れ
は
、
町
民
の
暮
ら
し
に
少
し
で
も
役
立
つ
図
書
館
で

あ
り
た
い
と
い
う
図
書
館
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
も
の

で
、
当
日
は
55
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
同
誌
の
発
行
元
で
あ
る
一
般
社
団
法
人
農
山

漁
村
文
化
協
会
の
中
国
四
国
支
部
長
福ふ

く

留と
め

均ひ
と
し

さ
ん
か
ら
「
百

人
の
農
家
に
は
百
通
り
の
、
十
枚
の
田
ん
ぼ
に
は
十
通
り
の

や
り
方
が
あ
る
」
と
い
う
意
見
を
尊
重
し
た
同
協
会
の
取
材

姿
勢
や
、
カ
ブ
（
オ
ー
ト
バ
イ
）
部
隊
で
農
家
を
回
る
編
集

者
の
裏
話
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
座
終
了
後
に
は
、
納
豆
菌
を
発
酵
培
養
し
て
で
き
る
環

境
浄
化
微
生
物
「
え
ひ
め
Ａア

Ｉイ

」
作
り
の
実
演
と
実
習
、
使

用
方
法
や
効
果
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
出
前
図
書
館
も
開
か
れ
、
関
連
図
書
の

展
示
や
貸
出
が
あ
り
、
参
加
者
た
ち
は
興
味
の
あ
る
本
を
手

に
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
４
日
、
豊
岡
川
に
お
い
て
、
御
北
幼
稚
園
の
年
長
園

児
と
御
北
小
学
校
の
１
年
生
児
童
と
の
交
流
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
幼
稚
園
・
小
学
校
で
は
、
幼
小
連
携
の
一
環
と
し
て
、

３
年
前
か
ら
交
流
活
動
を
通
し
て
子
ど
も
同
士
の
関
わ
り
を

深
め
、
よ
り
よ
い
連
携
体
制
が
構
築
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、「
自
然
探
し
ビ

ン
ゴ
を
し
よ
う
」
と
題
し
、

数
字
を
自
生
し
て
い
る
草
花

に
置
き
変
え
た
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
、
御
北
小
学
校
の
佐さ

野の

隆た
か

朗あ
き

先
生
の
ギ
タ
ー
演
奏
に
合

わ
せ
、
全
員
で
「
ビ
ン
ゴ
の

歌
」
を
歌
い
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
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長
田
人
生
大
学
開
講
式

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
開
催

　

６
月
７
日
、
長
田
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
長
田
人
生

大
学
開
講
式
が
行
わ
れ
、
33
名

の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
人
生
大
学
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
講
師
を
招
い
て
講

演
会
を
行
っ
た
り
、
小
学
校
の

学
習
発
表
会
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
生
き
が
い
あ
る
暮
ら
し
の

た
め
の
ヒ
ン
ト
を
学
ぼ
う
と
御

北
公
民
館
が
毎
年
開
催
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

開
講
式
で
は
小こ

林ば
や
し

正ま
さ

男お

学
長

（
御
北
公
民
館
長
）
か
ら
本
年

度
の
事
業
計
画
の
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

６
月
11
日
、
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
吉
備
中
央
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
や
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
役
員
、
女
性
委
員
な
ど
約
60
人
が
出
席
。
毛も

う

利り

政た
だ
し

会
長

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
等
に
貢
献
さ
れ

た
２
団
体
と
10
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
今
年
度
の
事
業
計
画
や
予
算
に
つ
い
て
協
議
、

承
認
。
そ
の
後
、
町
保
健
師
に
よ
る
「
健
康
寿
命
を
延
ば
そ

う　

～
数
字
か
ら
見
え
る
町
の
状
況
～
」
と
題
し
た
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

吉
備
高
原
学
園
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
に
よ
る
「
文
化
講

演
会
」
が
６
月
８
日
、
同
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
岡
山
県
立
岡
山
盲
学
校
講
師
の
竹た

け

内う
ち

昌ま
さ

彦ひ
こ

先
生

で
「
私
の
歩
ん
だ
道
～
見
え
な
い
か
ら
見
え
た
も
の
～
」
と

題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、生
徒
を
は
じ
め
、保
護
者
、一
般
の
方
が
参
加
。

竹
内
先
生
が
幼
い
こ
ろ
に
失
明
さ
れ
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
談
を
も
と
に
「
人
に
あ
り
が
と
う
と

言
わ
れ
る
経
験
を
た
く
さ
ん
し
て
、
周
囲
の
人
に
喜
び
を
与

え
ら
れ
る
立
派
な
大
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
熱
く
語
ら

れ
、
参
加
者
は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

吉
備
高
原
学
園
高
等
学
校

 

文
化
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

８
月
の
行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相

談
）
を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時 ８月16日（金）午前９時～正午

会場 豊野公民館 井原コミュニティ
センター

相談
内容

行政相談
人権相談
福祉相談

行政相談
福祉相談

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎ 0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎ 0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎ 0867-34-1522

日　
　
時

会　
　
場

８
月
６
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

賀
陽
庁
舎相

談
室

８
月
20
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

加
茂
川
庁
舎相談

室

消
費
生
活
相
談
会

　

消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

消
費
生
活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　
「
困
っ
た
な
」
と
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
は
相
談
を
! !

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

　

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務
の
相
談
に
つ
い
て

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※ 

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
当
日
受
付
可
）

年
金
相
談
会

　

日
時　

８
月
１
日
㈭

 

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
場　

吉
備
高
原
総
合
調
整
事
務
所

　

内
容　

 

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本

年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職

員
が
お
答
え
し
ま
す
。

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お

問
い
合
せ
先
ま
で
電
話
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　

お
知
ら
せ

　

ご
注
意
く
だ
さ
い

高
校
生
小
児
等
医
療
費
の

�

振
込
先
拡
大
の
お
知
ら
せ

　

平
成
25
年
４
月
よ
り
、
吉
備
中
央
町
に
住

民
票
の
あ
る
高
校
生
（
18
歳
到
達
の
年
度
末

ま
で
）
の
医
療
費
が
申
請
に
よ
り
給
付
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
へ
の
振
込
も
可
能
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
課　

医
療
保
険
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
２
６

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
現
況
届
を
お
忘

れ
な
く
！

　

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

受
給
資
格
の
あ
る
方
は
、
必
ず
８
月
１
日
現

在
の
現
況
届
を
役
場
に
提
出
し
て
く
だ
さ 

い
。

　

こ
の
現
況
届
は
、
引
き
続
き
手
当
を
受
け

る
資
格
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
共
に
、

手
当
の
額
を
決
定
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

現
在
、
手
当
を
受
け
て
い
る
い
な
い
に
関
わ

ら
ず
、
受
給
資
格
の
あ
る
方
全
員
が
対
象
で

す
。
も
し
、
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合

は
、
８
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
、
２
年
以
上
提
出
さ
れ
な
い
と
受
給
資
格

そ
の
も
の
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

児童扶養手当特別児童扶養手当
●提出期間　８月１日～８月30日まで

区　分 手当月額
全 部 支 給 41,140 円
一 部 支 給 41,130 円～ 9,710 円
第２子加算 5,000 円

第３子以降加算 １人につき 3,000 円

●提出期間　８月12日～９月10日まで
種　類 手当月額（児童１人）

１　　級 50,400 円

２　　級 33,570 円

【お問い合わせ先】
　保健課　子育て支援班　☎0866－54－1326

【お問い合わせ先】
　福祉課　障害福祉班　☎0866－54－1317

　

続
い
て
、
第
1
回
の

講
座
と
し
て
、
フ
リ
ー

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
三み

尾お

美み

都さ
と

先

生
に
よ
る「
楽
し
く
、笑
っ

て
、
誰
で
も
簡
単
に
で
き

る
楽
笑
体
操
」
を
全
員
で

行
い
、
参
加
者
た
ち
は
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
町
図

書
館
に
よ
る
出
前
図
書
館

も
併
せ
て
開
催
さ
れ
、
本

の
貸
出
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
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再
度
ご
確
認
く
だ
さ
い

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

�
積
極
的
に
お
勧
め
し
て
い
ま
せ
ん

　

本
年
４
月
か
ら
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
が
定
期
接
種
と
な
り
ま
し
た
が
、
ワ
ク
チ

ン
と
の
因
果
関
係
を
否
定
で
き
な
い
持
続
的

な
疼
痛
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
見
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
適
切
な
情
報
提
供
が
で
き
る
ま
で

の
間
は
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

積
極
的
に
お
勧
め
し
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

な
お
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
、

定
期
接
種
と
し
て
継
続
し
ま
す
。
接
種
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有

効
性
と
リ
ス
ク
を
ご
理
解
の
上
で
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。（
こ
れ
ま
で
ど
お
り
町
の
予
診

票
を
用
い
て
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
課　

地
域
保
健
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
２
６

　

８
月
末
が
期
限
で
す

夢
の
あ
る
町
定
住
奨
励
金

住
宅
取
得
奨
励
金
の
申
請
は

８
月
末
ま
で
で
す
。

　

こ
の
奨
励
金
は
、
吉
備
中
央
町
へ
の
定
住

を
目
的
に
住
宅
を
取
得
さ
れ
た
方
を
対
象
に

交
付
す
る
制
度
で
、
交
付
申
請
期
限
が
８
月

末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

交
付
対
象
と
な
る
要
件
等
詳
し
く
は
、
広

報
き
び
ち
ゅ
う
お
う
７
月
号
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
定
住
促
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

定
住
促
進
課　

定
住
促
進
班

 

☎
０
８
６
７

－

３
４

－

１
１
１
６

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

使
用
済
み
家
庭
用
蛍
光
管
を
収
集
し
ま
す
！

　

家
庭
で
使
用
し
た
蛍
光
管
を
、
リ
サ
イ
ク

ル
資
源
と
し
て
収
集
し
ま
す
。

　

収
集
コ
ン
テ
ナ
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
使

用
済
み
家
庭
用
蛍
光
管
の
収
集
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
蛍
光
管
は
、
家
庭
で
使
用
し

た
直
管
形
・
丸
形
・
電
球
形
の
蛍
光
管
で
、

事
業
所
の
も
の
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。
外
箱

か
ら
出
し
て
割
れ
な
い
よ
う
に
、
収
集
コ
ン

テ
ナ
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ひ
び
が
入
っ
て
い
た
り
、
割
れ
た

蛍
光
管
に
つ
い
て
は
、『
燃
や
せ
な
い
ご
み
』

の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
収
集
期
間　
８
月
１
日
㈭
～
８
月
31
日
㈯
ま
で

○
収
集
場
所　

加
茂
川
庁
舎
、
か
も
が
わ
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
長
田
地
区
農
村
公
園
、
豊

岡
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
、
旧
農
協
新
山
支
所
、
上

竹
荘
公
民
館
、
納
地
公
民
館
、
豊
野
公
民
館
、

下
竹
荘
公
民
館
、
吉
川
公
民
館
、
大
和
公
民
館

○
対
象
蛍
光
管　

直
管
形
・
丸
形
・
電
球
形

の
蛍
光
管
（
白
熱
電
球
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
蛍
光
管
は

収
集
で
き
ま
せ
ん
。
燃
や
せ
な
い
ご
み
で
出

し
て
く
だ
さ
い
）

※
次
回
の
収
集
は
12
月
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

生
活
環
境
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

平成25年度（26年4月採用）
吉備中央町職員採用候補者試験受験案内

　吉備中央町では、平成25年度（26年４月採用）吉備中央町職員採用候補者試験を行います。
　岡山のまん中・自然豊かな吉備中央町であなたの力を生かしてみませんか。
　行政のプロフェッショナルとしての役割を皆さんに期待しています。

◆採 用 職 種 ・
　採 用 予 定 人 員　　一般事務職　若干名　　　保　育　士　若干名

◆受 　 験 　 資 　 格　　�一般事務職…�平成２年４月２日以降に生まれた人で、高等学校卒業程度以上の
学力を有する人（平成26年３月31日までに卒業見込の人を含む）

　　　　　　　　　　　保　育　士…�昭和48年４月２日以降に生まれた人で、保育士証を有する人（平
成26年３月31日までに卒業見込の人で、保育士証取得見込の人
を含む）

◆第 一 次 試 験　　平成25年９月22日（日）　　会場　吉備中央町農業振興センター
◆受験申込受付期間　　平成25年７月22日（月）～平成25年８月20日（火）
　　　　　　　　　　　※郵送による場合は当日消印有効
◆そ　　 の 　　他　　�詳しくは、各庁舎、各支所出張所の受験案内または町ホームページをご覧くだ

さい。
　　　　　　　　　　　URL　http://www.town.kibichuo.lg.jp/

【お問い合わせ先】総務課　行政班　☎０８６６－５４－１３１３

せ
ら
知
お
の
ら
か
館
民
公

津
賀
公
民
館

 

☎
０
８
６
７

－

３
４

－

１
８
０
７

◎�

天
文
教
室

　
「
夏
の
流
星
群
を
た
の
し
も
う
」

　

■
日
時
／
８
月
12
日
㈪

　
　
　
　
　

午
後
８
時
～
午
後
９
時

　

■
場
所
／ 

ア
ス
ト
ロ
コ
テ
ー
ジ
：

　
　
　
　
　

ガ
リ
レ
オ

　

■
持
参
品
／ 

シ
ー
ト

 

（
寝
転
が
っ
て
見
る
た
め
）

◆ 

「
夏
の
大
三
角
」
な
ど
夏
の
星
座
や
、
ペ

ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
の
流
れ
星
を
見
つ
け

よ
う
！

◆
天
候
不
良
の
場
合
は
、
中
止
し
ま
す
。

◎�

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　
「
多
肉
植
物
を
可
愛
く
ア
レ
ン
ジ
」

　

■
日
時
／
８
月
20
日
㈫

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

　

■
場
所
／
津
賀
公
民
館

　

■
材
料
代
／
大　

人　

１
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

子
ど
も　

５
０
０
円

　

■
持
参
品
／
て
ふ
き

　

■
申
込
〆
切
／
８
月
９
日
㈮

お
知
ら
せ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
町以外からのお知らせ

募　

集

旭
川
水
系
上
流
ブ
ロ
ッ
ク
河
川
整

備
計
画
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

　

岡
山
県
で
は
、
県
が
管
理
す
る
旭
川
水
系

上
流
ブ
ロ
ッ
ク
河
川
整
備
計
画
（
案
）
を
作

成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
案
に
つ
い
て
、
河
川
法
の
規
定

に
基
づ
き
関
係
住
民
の
意
見
を
聞
く
た
め
縦

覧
を
行
い
ま
す
。
こ
の
計
画
案
に
つ
い
て
意

見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
人
は
縦
覧
期
間
中
に

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間

　

８
月
２
日
㈮
か
ら
９
月
２
日
㈪
ま
で

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
ま
で

（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

▼
縦
覧
場
所

　

賀
陽
庁
舎
建
設
課
、
加
茂
川
庁
舎

　

岡
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
縦
覧
や
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

岡
山
県
土
木
部
河

川
課　

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
４
７
９

防
衛
省
で
は
、
平
成
25
年
度
、
自

衛
官
候
補
生
・
一
般
曹
候
補
生
・

航
空
学
生
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

○
自
衛
官
候
補
生
（
任
期
制
）

○
一
般
曹
候
補
生
（
定
年
制
）

［
受
験
資
格
］

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

○
航
空
学
生
（
海
・
空
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
）

［
受
験
資
格
］

　

高
卒
（
見
込
み
を
含
む
）
21
歳
未
満

［
受
付
期
間
］

　

 

平
成
25
年
８
月
１
日
㈭
～
９
月
６
日
㈮

［
試
験
日
］

○
自
衛
官
候
補
生

　

男 

子
：
平
成
25
年
９
月
18
日
㈬
～
20
日
㈮

ま
た
は
、
平
成
25
年
９
月
27
日
㈮
～
29

㈰
の
い
ず
れ
か
一
日
を
指
定

　

女 

子
：
平
成
25
年
９
月
22
日
㈰
～
26
日
㈭

の
い
ず
れ
か
一
日
を
指
定

○
一
般
曹
候
補
生

　

平
成
25
年
９
月
16
日
㈪
・
17
日
㈫
の
い
ず

れ
か
１
日
を
指
定

○
航
空
学
生

　

平
成
25
年
９
月
21
日
㈯

※ 

ご
不
明
な
点
、
ま
た
は
詳
し
い
資
料
等
を

ご
希
望
の
方
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

自
衛
隊
高
梁
地
域
事
務
所

 

☎
０
８
６
６

－

２
２

－

２
３
１
４

［
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
］

　

http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/okayam
a/

円
城
公
民
館

 

☎
０
８
６
７

－

３
４

－

１
５
５
５

◎
２
０
１
３　

夏
も
の
が
た
り

　

■
日
時
／
８
月
24
日
㈯　

午
後
６
時
～

　

■
場
所
／
道
の
駅
か
も
が
わ
円
城

　
　
　
　
　

第
２
駐
車
場

　

盆
踊
り
や
地
元
住
民
に
よ
る
屋
台
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

多
数
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

御
北
公
民
館

 

☎
０
８
６
７

－

３
５

－

０
５
５
０

◎
麻
雀
ク
ラ
ブ
生
募
集
！

　

指
先
を
動
か
す
麻
雀
は
、
脳
の
活
性
化
に

と
て
も
有
効
で
す
。

　

お
互
い
の
親
睦
を
深
め
な
が
ら
、
一
緒
に

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

■
日
時
／
８
月
２
日
㈮　

19
時
～
21
時

　
　
　
　
　
（
毎
月
第
１
金
曜
日
）

　

■
場
所
／
御
北
公
民
館

　

■
受
講
料
／
毎
回　

５
０
０
円

　

■
申
込
締
切
／ 

お
申
し
込
み
は
随
時
受
け

付
け
ま
す
。
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②
模
擬
面
接
と
マ
ナ
ー
講
座
等

◇
受
講
資
格

　

 

就
職
活
動
中
の
若
者
（
概
ね
40
歳
く
ら
い

ま
で
）

◇
セ
ミ
ナ
ー
会
場
・
開
催
日

　

岡
山
会
場（
第
一
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
５
階
）

　

８
月
６
日
㈫
、
９
月
17
日
㈫

◇
申
込
方
法

　

 

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
又
は
Ｈ
Ｐ
に
て
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
受
講
希
望
日
、

受
講
場
所
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

〒
７
０
０

－

０
９
０
１

　

岡
山
市
北
区
本
町
６

－

３
６

　

第
一
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル　

７
階

　

お
か
や
ま
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
８
６

－

２
３
６

－

１
６
１
６

�

０
８
６

－

２
３
６

－

１
６
３
０

　

U
RL:http://w

w
w

.y-w
orkokayam

a.jp

正
規
雇
用
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　

社
会
福
祉
法
人
吉
備
の
里
で
は
、
平
成
26

年
４
月
１
日
付
け
採
用
の
正
規
雇
用
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

●
採
用
職
種

　

福
祉
職
支
援
員

●
職
務
内
容

　

 

施
設
や
事
業
所
を
利
用
す
る
身
体
障
害
者

及
び
知
的
障
害
者
の
方
に
対
し
、
生
活
・

作
業
等
の
支
援
を
行
う
仕
事
で
す
。

●
募
集
人
員

　

１
名

●
雇
用
形
態

　

正
規
（
雇
用
期
間
の
定
め
な
し
）

●
勤
務
時
間

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分（
変
則
勤
務
有
り
）

●
休
日
等

　

 

週
休
２
日
制
、
慶
弔
休
暇
、
夏
期
休
暇
、

育
児
・
介
護
休
暇
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇

他
●
応
募
資
格

　

 

四
年
制
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、
専

修
学
校
等
を
平
成
21
年
３
月
以
降
に
卒
業

し
た
方
又
は
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
方

●
応
募
方
法

　

 

吉
備
の
里
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.kibinosato.or.jp

）
か
ら
「
職
員

採
用
試
験
申
込
書
」を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
法
人
事
務
局
ま

で
メ
ー
ル
で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
書
類

　

 

卒
業
証
明
書
又
は
卒
業
見
込
証
明
書
、
成

績
証
明
書
、
資
格
を
証
す
る
書
類
の
写
し

又
は
資
格
取
得
見
込
証
明
書
、
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
（
履
歴
書
）

●
応
募
、
書
類
提
出
期
限

　

平
成
25
年
10
月
４
日
㈮
（
消
印
有
効
）

●
採
用
試
験

　

平
成
25
年
10
月
19
日
㈯

　

教
養
試
験
、
作
文
、
面
接
他

【
お
問
い
合
わ
せ
及
び
書
類
提
出
先
】

　

〒
７
０
９

－

２
３
４
４

　
 

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
上
野
２
３
２
０

－

１
０

　

 
社
会
福
祉
法
人　

吉
備
の
里　

法
人
事
務

局
（
総
務
課
：
吉
村
）

　

☎
０
８
６
６

－

５
６

－

８
２
１
６

　

メ
ー
ル
：kibisato@

kibinosato.or.jp
お
知
ら
せ

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を

�

開
催
し
ま
す
！

平
成
25
年
度
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
講
座
（
倉
敷
）
の
受
講
者

募
集
に
つ
い
て

　

お
か
や
ま
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
就
職
を
め
ざ
す
若
者
の
た
め
に
、
若
者

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

受
講
料
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◇
受
講
内
容

　

① 

企
業
が
求
め
る
人
物
像
と
効
果
的
な
自

己
Ｐ
Ｒ
法

FAX

８月から『特別警報』の発表を開始します
　気象庁はこれまで、大雨や津波、高潮などにより重大な災害の起こる恐れがある時に、警
報を発表して警戒を呼び掛けていました。８月からは、より甚だしい大雨や大きな津波等が
予想され、重大な災害による危険性が高まっていることをお知らせし、特別な警戒を呼び掛
けるために、新たに「特別警報」を発表します。特別警報の対象とする現象は「東日本大震災」、
我が国の観測史上最高の潮位を記録した「伊勢湾台風」の高潮、紀伊半島に甚大な被害をも
たらし岡山県でも記録的な大雨となった「平成23年台風第12号」の豪雨等が該当します。
　特別警報が出た場合、対象となる地域では数十年に一度しかないような非常に危険な状況
にあります。屋外の状況や、市町村からの避難指示・勧告等に留意し、ただちに命を守るた
めの行動をとってください。
　また、大雨等の被害を防ぐには、時間を追って発表される注意報、警報やその他の気象情
報を活用して、早め早めの行動をとることがあなたや家族の命を守ります。

特別警報の詳細は、気象庁ホームページでご確認ください。
　http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/index.html

【お問い合わせ先】気象庁岡山地方気象台防災業務課　☎086－223－1334

わかち合いの会
　大切な人を自死（自殺）で亡くされた方々が、語り合うことを通して悲しみや苦しみを分かち合い、
共に支え合うことを目的とした会です。
　ご遺族の方が心の安らぎを取り戻していただける場になればと願っています。

開催日時 ①奇数月の第４水曜日　午後１時 30分～午後３時 30分　予約不要
②休日開催日：平成 25年９月 29日（日）　要予約
　午後１時 30分～午後３時 30分

場　　所 備前保健所　３階会議室（岡山市中区古京町１－１－17）

対象の方 大切な方を自死（自殺）で亡くされた方

平成26年3月26日(水）平成26年1月22日(水）平成25年11月27日(水）

平成25年9月29日(日）平成25年7月24日(水）平成25年5月22日(水）終了

＊９月29日は大阪学院大学 准教授 安田一之先生をお招きして「心を癒すワークショップ」を開催予定です。
　事前予約が必要です。

こちらです。 主催・連絡先

岡山県備前保健所
☎０８６－２７２－３９３４

備前保健所
（備前県民局古京庁舎）

　

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

（
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
事
業
と
し
て
、
結
婚
・
出
産
・
育
児
・

介
護
等
で
い
っ
た
ん
仕
事
を
中
断
し
、
再
就

職
を
希
望
す
る
女
性
を
対
象
に
就
業
に
関
す

る
基
礎
知
識
や
エ
ク
セ
ル
３
級
程
度
の
パ
ソ

コ
ン
基
本
操
作
等
を
習
得
す
る
講
座
を
倉
敷

市
で
開
催
し
ま
す
。

【
申
込
受
付
】

　

平
成
25
年
８
月
９
日
㈮
か
ら
8
月
22
日
㈭

ま
で
に
受
講
申
込
書
を
郵
便
で
ウ
ィ
ズ
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

【
受
講
期
間
】

　

平
成
25
年
９
月
10
日
㈫
～
10
月
22
日
㈫

　

期
間
内
の
火
～
金
曜
日
の
22
日
間
（
但
し

９
月
17
日
・
24
日
・
10
月
15
日
を
除
く
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

【
会　
　

場
】

　

ウ
ィ
ズ
ア
ッ
プ
く
ら
し
き

　
（
倉
敷
市
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
）

【
内　
　

容
】

　

ア
ビ
リ
テ
ィ
編

　
「 

働
く
前
に
知
っ
て
お
き
た
い
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」

・ 

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
・
労
働
契
約
、
社
会
保

険
、
税
金
・
応
募
書
類
の
書
き
方

・
面
接
対
策
・
求
人
の
状
況
な
ど

【
応
募
資
格
】

　

結
婚
・
出
産
・
育
児
・
介
護
等
で
い
っ
た

ん
仕
事
を
中
断
し
、
再
就
職
を
希
望
す
る
女

性
で
22
日
間
出
席
で
き
る
方

【
受
講
料
】

　

無
料

　
（
教
材
費
・
検
定
受
験
料
は
実
費
負
担
）

【
募
集
人
数
】

　

15
名
（
選
考
に
よ
り
決
定
）

【
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

〒
７
０
０

－

０
８
０
７

　

岡
山
市
北
区
南
方
２

－

13

－

１

　

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
６
Ｆ

　

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　
（
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
）

 

☎
０
８
６

－

２
３
５

－

３
３
０
７

気象庁から
のお知らせ
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図書館だより かもがわ図書館 ☎ 0867 -34 -1115
 0867 -34 -0401

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866 -54 -1331
 0866 -54 -1311

8月号

出会いの
月号

扉
2013年 ８月の休館日

５日　12日
18日　19日
26日

＜一般書＞　�
　「お辞儀して ともによろ
ける クラス会」　近年ブー
ムの○○川柳の中でも、特
に人気のあるこの『シル
バー川柳』。年をとると誰
もが経験する、物忘れ、体
の衰え…。五・七・五のリ
ズムで、ユーモアたっぷり
に明るく楽しく笑いとばそ
う！

（かもがわ図書館）

＜児童書＞　�
　一見まじめにお仕事をし
ているコックさんふたり。
「ありゃなんだこりゃなん
だコックさん」のリズムに
のってページをめくると、
な、なんとフライパンでテ
ニス中！？カメラマン、ぼ
うしやさん、おすもうさん
まで、町じゅうがなんだか
へんてこ！

（ロマン高原かよう図書館）

『シルバー川柳　２』
社団法人全国有料老人ホーム協会
＋ポプラ社編集部/編　ポプラ社

『こりゃなんだうた』
谷川晃一/作　福音館書店

岡
山
県
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
24
年
度
）

今
回
は
佳
作
に
輝
き
ま
し
た
、
藤ふ
じ

森も
り

　
郁ふ
み

哉や

さ
ん
の
「
母
の
言
葉
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「母の言葉」
吉川中学校　３年

藤
ふじ

森
もり

 郁
ふみ

哉
や
さん

「
な
ぁ
、
聞
い
と
る
？
」

「
ふ
み
や
ー
、
返
事
し
な
さ
い
。」

「
部
屋
の
片
付
け
し
た
？
」

「
布
団
干
し
た
？
」

「
今
、
学
校
は
ど
う
な
ん
？
」

母
は
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
聞
い
て
く
る
。
は
っ
き
り
言
っ
て
、

つ
い
つ
い
答
え
る
の
が
め
ん
ど
う
に
な
る
。そ
の
た
め
、僕
は
、

会
話
を
す
ぐ
終
わ
ら
せ
た
り
、
時
に
は
、
無
視
し
て
し
ま
う

こ
と
さ
え
あ
る
。
ど
う
し
て
、
そ
ん
な
気
持
ち
に
な
っ
て
し

ま
う
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
き
っ
と
、
僕
が
学
校
と
部
活
と
空

手
だ
け
に
力
を
い
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
め
ん
ど
う
な
の
に
、

母
は
、

「
手
伝
い
せ
ん
と
、
ご
飯
は
な
い
よ
！
」

と
、
洗
た
く
物
を
た
た
む
手
伝
い
を
さ
せ
る
。
仕
方
が
な
い

と
思
っ
て
手
伝
う
が
、疲
れ
て
い
る
と
き
は
正
直
、腹
が
立
つ
。

自
分
の
好
き
な
こ
と
ば
か
り
や
っ
て
い
る
妹
に
、

「
お
前
も
手
伝
え
よ
。」

と
、当
た
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、け
ん
か
に
つ
な
が
り
、

母
に
ま
た
注
意
さ
れ
る
。

　

母
は
病
院
で
働
い
て
い
る
。
不
規
則
な
勤
務
で
、
ひ
ど
く

疲
れ
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
け
れ
ど
も
、
毎
日
早
く
起
き

て
弁
当
を
作
っ
た
り
、
洗
た
く
を
し
て
く
れ
た
り
す
る
。
そ

し
て
、
高
校
生
の
姉
の
送
迎
を
し
、
仕
事
に
行
く
。
仕
事
か

ら
帰
っ
て
か
ら
も
夕
食
を
作
っ
た
り
、
妹
の
学
校
の
話
を
聞

い
た
り
、
遊
ん
で
や
っ
た
り
も
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
犬

や
猫
や
う
さ
ぎ
の
世
話
ま
で
も
し
て
い
る
。

　

と
て
も
ハ
ー
ド
だ
が
、
疲
れ
た
よ
う
な
素
振
り
は
、
あ
ま

り
見
せ
た
こ
と
が
な
い
。
む
し
ろ
僕
に
は
、
楽
し
そ
う
に
さ

え
見
え
る
。
本
当
は
し
ん
ど
い
の
だ
と
思
う
。
言
葉
に
な
ら

な
い
ほ
ど
疲
れ
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
う
。
し
か
し
、
母
は
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
一
切
口
に
し
な
い
し
、
顔
に
も
だ
さ
な

い
。
き
っ
と
、
僕
た
ち
の
た
め
に
。

　

パ
ワ
フ
ル
で
す
ご
い
な
ぁ
と
思
う
。
た
ん
に
仕
事
を
が
ん

ば
れ
る
こ
と
が
、
で
は
な
く
、「
家
族
の
た
め
に
が
ん
ば
れ
る

こ
と
」
が
、
だ
。
そ
れ
な
の
に
、
僕
は
手
伝
え
と
言
わ
れ
る

前
に
、
何
か
す
れ
ば
助
か
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
る
く
せ
に
、

め
ん
ど
う
だ
と
い
う
気
持
ち
の
方
が
勝
っ
て
し
ま
う
。

　

僕
は
小
さ
い
頃
、
体
が
細
く
て
、
お
と
な
し
い
性
格
だ
っ

た
ら
し
い
。
だ
か
ら
母
は
空
手
を
や
っ
て
み
よ
う
と
勧
め
て

く
れ
た
。
知
ら
な
い
人
達
が
た
く
さ
ん
居
る
中
に
入
っ
て
い

く
の
は
、
最
初
は
嫌
だ
っ
た
け
れ
ど
、
強
く
な
れ
る
気
が
し

て
が
ん
ば
る
こ
と
に
し
た
。

　

母
は
、
昇
級
昇
段
試
験
や
試
合
の
応
援
に
も
来
て
く
れ
た
。

全
国
大
会
で
、
福
岡
や
鹿
児
島
な
ど
に
連
れ
て
い
っ
て
も
く

れ
た
。
そ
し
て
、
な
か
な
か
取
れ
な
か
っ
た
黒
帯
を
取
っ
た

と
き
は
、

「
強
く
な
っ
た
ね
。」

と
、
誰
よ
り
も
喜
ん
で
く
れ
た
。
今
で
も
週
二
回
の
練
習
の

送
迎
を
し
て
く
れ
て
い
る
。

　

こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
僕
が
将
来
ど
ん
な
仕
事
に
就
こ

う
か
考
え
て
い
た
と
き
、

「
せ
っ
か
く
体
を
鍛
え
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
体
力
を
何
か
に

生
か
し
て
み
た
ら
？
」

と
言
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
く
れ
た
。
僕
は
人
の
た
め
に

何
が
で
き
る
か
と
考
え
た
結
果
、
今
は
消
防
士
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
母
は
、
自
分
で
決
め
た
の
だ
か
ら
、
が
ん

ば
り
な
さ
い
、
と
言
っ
て
く
れ
て
い
る
。

　

僕
が
卓
球
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
り
、
ど
う
や
っ
て
チ
ー

ム
を
ま
と
め
る
べ
き
か
悩
ん
で
い
る
と
き
も
そ
う
だ
。
来
年
、

ど
の
高
校
に
受
験
す
る
べ
き
か
、
そ
の
た
め
に
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
ま
よ
っ
て
い
る
と
き
も
そ
う
だ
。

　

母
は
、「
こ
う
し
な
い
と
い
け
な
い
」
と
言
う
の
で
は
な
く
、

自
分
は
ど
う
し
た
い
の
か
、
何
の
勉
強
を
し
た
い
の
か
、
話

を
聞
い
て
く
れ
る
の
だ
。
そ
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く

れ
た
り
も
す
る
。

「
大
丈
夫
じ
ゃ
ろ
。」

と
言
う
母
の
言
葉
に
僕
は
安
心
す
る
。そ
の
、「
大
丈
夫
」に
は
、

何
の
根
拠
も
な
い
は
ず
な
の
に
。

　

中
学
を
卒
業
し
た
ら
寮
生
活
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
義

務
教
育
で
は
な
く
な
り
、
自
分
で
決
め
る
こ
と
も
増
え
て
く

る
。
い
よ
い
よ
自
分
次
第
で
将
来
も
決
ま
る
の
だ
。
そ
う
な
っ

た
時
の
こ
と
を
思
う
と
、
母
は
心
配
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

部
屋
の
片
付
け
を
し
た
か
、
と
か
、
あ
い
さ
つ
を
し
な
さ
い
、

と
か
、
手
伝
い
を
し
な
さ
い
、
と
か
、
い
ろ
い
ろ
う
る
さ
く

言
う
の
は
、
僕
の
将
来
の
た
め
な
の
か
な
、
と
思
う
。

　

今
は
う
る
さ
い
と
思
っ
て
し
ま
う
母
の
言
葉
も
、
そ
の
う

ち
あ
り
が
た
い
な
ぁ
、
と
思
う
日
が
く
る
に
違
い
な
い
。
こ

れ
か
ら
先
、

「
大
丈
夫
じ
ゃ
ろ
。」

「
が
ん
ば
れ
。」

の
言
葉
に
ど
れ
だ
け
頼
っ
て
い
く
か
わ
か
ら
な
い
が
、
自
分

な
り
に
き
ち
ん
と
答
え
て
い
こ
う
と
思
う
。
い
つ
も
誰
か
の

た
め
を
考
え
る
こ
と
が
、き
っ
と
、そ
の
答
え
に
な
る
は
ず
だ
。

＜新着図書紹介＞
館名：「か」かもがわ図書館　「ロ」ロマン高原かよう図書館

書　　　名 著者・出版社 館

絵　
　
　

本

きょうりゅうのたまごにいちゃん あきやまただし／すずき出版 か

からすのてんぷらやさん かこさとし／偕成社 か

へちまのへーたろー スドウピウ／教育画劇 ロ

ちゃんがら町 山本孝／岩崎書店 ロ

児　

童　

書

さわってみよう　虫の変化 海野和男／新日本出版社 か

13番目の魔女 ルース・チュウ／フレーベル館 か

富士山うたごよみ 俵万智／福音館 ロ

名探偵コナン　謎解きパズルランド 青山剛昌／小学館 ロ

一
般
実
用
書

ココロの美容液 香山リカ／文藝春秋 か

ゆるサバイバル入門 ふじいまさこ／新潮社 か

医者に殺されない47の心得 近藤誠／アスコム ロ

聞かないマスコミ答えない政治家 池上彰／ホーム社 ロ

一
般
読
み
物

脊梁山脈 乙川優三郎／新潮社 か

閃光スクランブル 加藤シゲアキ／メディアワークス か

あい　永遠に在り 髙田郁／角川春樹事務所 ロ

あじわい夕日新聞　夢をアリガトウ 原由子／朝日新聞出版 ロ

お
は
な
し
の
へ
や
8月

司書が選ぶ

この一冊
★おいでおいで（乳幼児対象）毎月第２・第４木曜日
　　　　　　　　　　　　　  　午前10時30分～10時50分
　　　 8日（木）かもがわ図書館
　　　22日（木）ロマン高原かよう図書館

★わくわく（幼児・小学生対象）毎月第３土曜日
　　　　　　　　　　　　　　  　午後２時～午後２時50分
　　　17日（土）かもがわ図書館

出 演 おはなしやさん

図書館が行っているサービスを知っていますか？

★予約・リクエストサービス
　 読みたい本が貸出中の時や、希望の本がない時は、

予約やリクエストをすることができます。

★本の相談（レファレンス）サービス
　 知りたいことや調べたいことについて、本や情報を

探すお手伝いをします。

★複写（コピー）サービス
　 図書館の本に限り、著作権法の許す範囲内で複写を

します。雑誌の最新号、当日付の新聞は、複写でき
ません。

図書館知っとこ情報！

月　日 行　事　予　定
8/3㈯ おとなとこどもの朗読会　夏のこわいはなし

8/4㈰、17㈯ 壁新聞づくり　４日　作り方の説明
　　　　　　　17日　作成と仕上げ

10/28㈪～
11/9㈯ 読書週間行事

11/2㈯、24㈰
12/8㈰、22㈰ 朗読チャレンジ講座（全４回シリーズ）

８月以降
の
行事案内【12月末まで】

お気軽に
ご参加ください！



ご寄附に感謝します　育英資金（敬省略）

おめ

でとう満1歳
便

尾
平　

力
哉
ち
ゃ
ん
（
北
）

お
び
ら　

り
き
や

平成24年８月17日生まれ

力強く元気に育って下さい。

髙
森　

惺
大
ち
ゃ
ん
（
吉
川
）

た
か
も
り　

せ
い
だ
い

平成24年８月１日生まれ

笑顔のすてきな惺ちゃん。
これからも惺ちゃんの笑顔でみんなを
幸せにしてね。パパ・ママより

仁
澤　

汐
理
ち
ゃ
ん
（
湯
山
）

に
ざ
わ　

し
お
り

祝１歳お誕生日おめでとう!!
元気にお 　きくなあれ　♥

平成24年８月20日生まれ 石
井　

梨
結
ち
ゃ
ん
（
納
地
）

い
し
い　

り

む

たくさんの出会い、経験をしながら
梨結らしい人生を歩んでいってね♪
いつもニコニコ笑顔をありがとう！

平成24年８月７日生まれ

繁
元
玲
乙
菜
ち
ゃ
ん
（
西
）

し
げ
も
と
れ

お

な

元気いっぱいすくすく育ってね。

平成24年８月22日生まれ

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
》 

河
田　
和
枝
選
（
投
句
者
150
名
）

「
佳
作
」

　
　
　
助
け
合
う
そ
れ
が
本
当
の
力
だ
よ�

水
野
加
奈
子

　
　
　
努
力
し
て
が
ま
ん
の
心
身
に
つ
け
る�

小
谷
　
友
香

　
　
　
力
出
せ
三
年
最
後
の
総
体
だ�

長
畑
　
晴
樹

　
　
　
東
日
本
み
ん
な
の
力
で
助
け
よ
う�

上
田
　
陸
人

　
　
　
子
を
守
る
母
の
力
は
無
限
大�

伊
達
　
　
諒

「
三
光
」

　
人
　
天
才
は
素
知
ら
ぬ
顔
で
努
力
す
る�

森
尾
　
光
陽

　
地
　
軍
事
力
世
界
平
和
に
つ
か
お
う
よ�

平
井
　
篤
実

　
天
　
力
は
ね
み
ん
な
も
っ
て
る
た
か
ら
も
の�

後
藤
　
芽
生

《
一
般
の
部
》 

生
駒　
聖
天
選
（
投
句
者
29
名
）

「
佳
吟
」

　
　
　
地
下
足
袋
を
履
く
と
生
き
生
き
力
出
る�

木
内
　
と
み

　
　
　
お
か
あ
さ
ん
力
で
負
け
て
口
で
勝
つ�

小
林
　
義
道

　
　
　
生
き
る
力
野
良
着
が
く
れ
る
今
日
が
あ
る�

丸
山
　
光
子

　
　
　
修
羅
幾
つ
く
ぐ
る
亭
主
の
底
力�

石
田
　
英
三

　
　
　
力
に
は
及
ば
ぬ
母
の
愛
の
星�

行
森
　
定
女

「
三
光
」

　
人
　
気
力
で
は
負
け
ぬ
つ
も
り
の
空
元
気�

河
田
　
和
枝

　
地
　
力
抜
く
こ
つ
を
覚
え
て
円
い
日
々�

片
山
　
紀
彦

　
天
　
な
せ
ば
成
る
で
っ
か
い
夢
が
持
つ
力�

宮
脇
　
和
惠
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＊８月の課題は「雲」、９月の課題は「音」です。
　投句の方法…�はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－９　津賀公民館放送川柳係
　までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

◆あらくさ短歌会へのご参加をお待ちしています。
　�毎月第３木曜日に総合福祉センターへ５首までを
持参。合評・互選などをしています。

放送川柳コーナー

津賀公民館 平成25年６月秀句　題「力」

町内に
在住在勤の方は

どなたでも
応募できます。

あ
ら
く
さ
短
歌
会 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

降
ら
ず
み
の
梅
雨
空
仰
ぎ
田
に
畑
に
精
根
つ
く
し
た
過
ぎ
し
日
想
う�

土
居
　
於
栄

滋
雨
降
り
て
植
田
の
青
も
色
を
増
し
霧
立
つ
山
も
又
良
し
と
せ
ん�

土
居
　
照
代

一
羽
飛
び
ま
た
一
羽
飛
び
あ
と
一
羽
の
飛
び
立
つ
ま
で
を
見
守
る
つ
ば
め�

難
波
　
良
子

雨
止
め
ば
忽
ち
聞
こ
え
る
鳥
の
声
竿
一
杯
に
干
し
物
を
出
す�

河
内
　
晶
子

真
っ
白
き
八
重
の
ど
く
だ
み
咲
き
揃
い
清
楚
な
人
の
姿
重
な
る�

山
本
　
豊
子

か
ろ
う
じ
て
一
輪
咲
き
し
て
っ
せ
ん
の
花
影
ぞ
著
し
恩
師
偲
ば
る�

山
﨑
し
げ
る

来
年
の
こ
と
は
誰
に
も
わ
か
ら
ね
ど
回
覧
ま
わ
れ
ば
い
も
種
た
の
む�

國
只
由
紀
子

忘
れ
て
た
雨
の
音
色
の
優
し
さ
を
久
方
振
り
に
し
っ
と
り
と
聞
く�

中
山
　
文
恵

金一封（香典返し）　�
　　　菱川　　宏〈加茂市場〉

カップリングパーティー参加者募集
　吉備高原鬼伝祭の日にカップリングパーティーを開催します。花火や屋台を一緒に楽しむお相手
探しをしませんか？皆さまのご参加をお待ちしています。

【日　時】８月31日（土）　午後３時～
【会　場】吉備高原リゾートホテル（吉備中央町吉川4860－6　きびプラザ内）
　◇対 象 者　　男性：吉備中央町在住または在勤で独身の方
　　　　　　　　女性：町内外問わず独身の方
　　　　　　　　年齢：20歳以上（学生の方はご遠慮ください）
　◇募集人員　　男女とも約20名（計40名程度）　　◇参 加 費　　男性3,000円　女性2,000円
　◇集　　合　　男性 13：45　吉備高原リゾートホテル３F ロビーエレベータ前
　　　　　　　　女性 14：45　同上（※現地集合の場合）
　　　　　　　　　　　　　　　岡山駅発送迎バス　発車時刻　13：45
　◇申込締切　　８月11日（日）正午　※申し込み多数の場合抽選となります。
　◇申込方法　　下記受託業者のホームページまたは、お電話にてお申し込みください。
《お申し込み・お問い合わせ》
　受託業者　Ｌａｐｉｓｈ（ラピッシュ）
　〒700－0821　岡山市北区中山下1－11－54 黒住ビル
　☎（086）235－0804（営業時間11時～20時　土・日・祝営業）
　URL http://lapish.jp  ラピッシュ 検索
事務局 定住促進課（加茂川庁舎内）〒709－2398 吉備中央町下加茂1073－1　☎0867－34－1116



イベント情報

吉備高原鬼伝祭
～ふるさとの夏祭り～

●日時：平成25年8月31日（土）
　　　　午後３時～午後９時（小雨決行）

●場所：吉備高原都市さんさん広場

主催：吉備高原鬼伝祭実行委員会
　　　☎0866-56-8255

【イベント内容】
　さんさん広場で古式にのっとり
採火式を行い、祭り囃子を奏でな
がら、鬼火行列を行います。
　また、絵柄灯籠の展示、バトン
トワリング、加茂川中学校の吹奏
楽演奏、吉備高原学園高等学校の
古武道演技、かよう浪漫太鼓、棒
使い、こども祭り囃子、備中神
楽、うらじゃ連演舞などの多彩な
イベントが繰り広げられ、フィ
ナーレには灯籠の灯りの上に打ち上げ花火が華麗に舞いま
す。
　食と物産市・全国へそのまち特産市も同時開催します。

おにでんさい

同時開催 全国へそのまち in吉備中央町

ばやし

ロマン高原かよう総合会館イベント情報

★主　催　吉備中央町

★入場料　一　　　般　前売 1,500円（当日 1,700円）
　　　　　高校生以下　前売 1,000円（当日 1,200円）

★入場料　無料（要入場整理券）
★内　容　陸上自衛隊第13音楽隊による演奏会

※入場整理券は下記の場所で配布を行っています。
　ロマン高原かよう総合会館・加茂川総合事務所
　吉川支所・大和支所・井原出張所・総合福祉センター

★日　時　平成25年８月10日（土） 午後１時30分開演（午後１時開場）
午後３時30分終演予定

人形劇の常識を覆す最高傑作がついにやってくる！
ご家族そろって極上の劇場体験を！

迫力ある演奏を、
ぜひご家族で体験してください。

オズの魔法使い ～人形劇俳優 たいらじょうの世界～
宝くじ文化公演　人形劇ミュージカル

★日　時　平成25年８月24日（土）  午後１時30分開演（午後１時開場）
★主　催　吉備中央町、吉備中央町教育委員会、岡山県、㈶自治総合センター

※この公演の入場料は、宝くじの助成により特別料金になっています。

★★ 時時時日日日 平成25年2平成 5年年８８月月11000日日日（（土土） 午後午後１時30分開演（午0 演１時時3 分開 （午午後１午後１

ハートフルコンサート inきびちゅうおう

【お問い合わせ先】　ロマン高原かよう総合会館　☎0866-54-1301

フォト
トピックス
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【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
今
月
の
写
真
は
豊
野
に
あ
る
竹
谷

公
園
で
開
催
さ
れ
た
「
釣
り
＆
つ
か

み
取
り
大
会
の
模
様
」
で
す
。

　
毎
回
大
勢
の
参
加
者
が
集
う
こ
の

大
会
も
今
年
で
22
回
目
を
数
え
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
行
事

と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

【
編
集
後
記
】

▼
先
日
、
保
育
園
の
園
児
を
招
待
し
た

コ
ン
サ
ー
ト
の
取
材
で
撮
影
を
行
っ
て

い
る
と
、
合
奏
団
の
司
会
の
方
が
「
こ

れ
か
ら
お
願
い
す
る
４
人
の
方
に
前
へ

出
て
順
番
に
１
人
ず
つ
歌
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
」
と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
…
。

　
な
ぜ
か
、突
然
私
も
呼
ば
れ
童
謡「
や

ぎ
さ
ん
ゆ
う
び
ん
」
を
歌
う
こ
と
に
。

　
大
勢
の
前
で
歌
う
の
は
久
し
ぶ
り
で

少
々
恥
ず
か
し
か
っ
た
で
す
が
、
ヤ
ギ

の
お
面
を
か
ぶ
っ
て
一
生
懸
命
歌
わ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
取
材
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
光
景
に
出

合
い
ま
す
が
、
ま
さ
か
自
分
が
そ
う

い
っ
た
場
面
に
加
わ
る
と
は
思
っ
て
も

み
な
か
っ
た
た
め
、
あ
る
意
味
貴
重
な

経
験
に
な
り
ま
し
た
。

�

石
井

　魚のつかみ取り大会開催
　６月９日、竹谷公園（豊野）で、楽しくやろう会（代表：新

にっ
田
た
忠
ただ
信
のぶ
さん）主

催の「第22回釣り＆つかみ取り大会」が開催され、町内外から訪れた家族連
れや釣り愛好者など約250名が、自然に囲まれながら魚釣りなどを楽しみまし
た。
　当日は、公園内の川や堀に約600匹のマスが放流され、イクラやミミズなど
をエサに、釣れそうなポイントを狙って竿を構えた参加者が次々とマスを釣り

　～特別企画展～ 御北いきいき作品展
　６月６日から、御北公民館主催による御北いきいき作品展が開かれました。
　これは、同公民館で活動している講座の更なる技術向上と、日常生活の励みになることを目的として開催され
ているものです。

上げていました。魚のつかみ取りでは、子どもたちが、歓声
を上げながら素早く逃げるマスを追いかけていました。
　また、会場内では、紙飛行機大会やマスの塩焼きなどが用
意され、公園ににぎやかな声が響き渡っていました。

　今回は、日ごろ展示会場に訪れることが難しい住民に配慮して、
長田ふれあいセンター、豊岡いきいきプラザ、新山ほほえみセン
ターの３か所、延べ６日間にわたって巡回展示方式で開催されま
した。
　展示では、書道、習字、スケッチ、手芸などさまざまなジャン
ルの力作、計80点が展示され、訪れた人たちは多くの作品に見
入っていました。


